

























と､経房が行願寺や感応寺 ･中山堂 ･清水寺 ･六波羅密寺 ･因幡堂 ･六角堂といった寺院に参詣した
ことが記されている｡
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｢山塊記｣に見られる百塔参りの-考案 AStudyofPlgrlmagetOOneHundredTowerslnSankai-kl 林 窓如
東に行き､一条櫛笥辺りから法成寺 ･浄土寺 ･中山堂 ･書法寺 ･白川辺りを巡った｡途中に､忠親が
建立した中山堂とその家人 ･行衝が知行した拳法寺で携行したお弁当を開いたO伴に行った僧 .排園
が仏教儀礼の ｢囲続 (右続三匝)｣に従って塔を礼拝し､心経や寿命経 ･尊勝陀羅尼経といった経典
と陀羅尼を唱えた｡夕方まで計四十基の塔を礼拝した｡
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rLJ挽記jに見られる盲塔参りの一考寮 AStudyolPilgrimagetoOneHundredTowerslnSanltai-kl 林 者如
二十一日には法成寺から中山堂 ･菩提樹院 ･清水寺 ･六波羅蜜寺といった寺院を巡って､四十五基
の塔を礼拝した｡夜には見証のために清水寺と六波羅蜜寺に参詣し､本堂で灯明を献じた｡また､そ
の日は中山堂と忠親の家人 ･則貞が雲居寺に建立した堂で食事した｡
二十二日には平清盛の六波羅邸内にある常光院から法住寺 ･法性寺 ･観音寺 ･蓮華王院 ･末寺など
を巡って､二十八基の塔を礼拝した｡昼ごろに忠親が亡母のために観音寺に建立した堂で食事し､夕
方に東寺の食堂で夕食をとった｡この日も見証のため､夜に今天王寺に参詣した｡


























































































にその年にできた摺塔 ･摺仏を供養したことが書かれている｡その孫 ･近衛基平の日記 『深心院関白
(ママ)









































































6 石田茂作編 r日本の美術77塔 ･塔婆 .スッ-パj､至文堂､1972年､P.85






















仙 税記Jに見られる百塔参りの一考察 AStudyofPil訂imagetoOneHundredTowersinSankai-ki 林 茸如
19 退塩千尋 ｢中世日本における阿育王伝説の意義｣(r仏教史学研究j24巻第2号)
20 成田俊治 ｢摺仏 ･印仏放｣ (仏教大学歴史研究所編 r森鹿三博士額寿記念論文剃 ､同朋社､一九
七七)
21 打続群書類従j33下､P.481
22 r大正新修大赦経』､19､No.10260
23 同上､16､No.0700
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